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(57)【要約】
【課題】内視鏡撮像システムを提供する。
【解決手段】内視鏡撮像システム(100)は、内視鏡(120)
と、注目する領域を照明するために内視鏡に光を送出す
る、内視鏡に結合された光源アセンブリ(125)と、注目
する領域から反射された内視鏡を通る光を受け取る、光
源アセンブリに結合された撮像ユニット(130)と、光源
アセンブリに電力を供給する、光源アセンブリに結合さ
れた第1の電力モジュールと、撮像ユニットに電力を供
給する、撮像ユニットに結合された第2の異なる電力モ
ジュールとを含む。他の撮像システムおよび方法も開示
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注目する領域を観察するための前端部を有する内視鏡と、
　前記注目する領域を照明するために前記内視鏡に光を送出する光源アセンブリと、
　前記内視鏡を前記光源アセンブリに結合する第1の結合手段と、
　前記内視鏡によって形成された前記注目する領域の画像を受け取る撮像ユニットと、
　前記光源アセンブリを前記撮像ユニットに結合する第2の結合手段であり、前記第1の結
合手段および第2の結合手段の少なくとも一方が取り外し可能な結合を可能にする、第2の
結合手段と
を含む内視鏡撮像システム。
【請求項２】
　前記第2の結合手段がねじ付きコネクタを含む、請求項1に記載のシステム。
【請求項３】
　前記注目する領域を照明するための前記内視鏡への前記光の操作を可能にするために前
記光源アセンブリに結合された光学系をさらに含む、請求項1または2に記載のシステム。
【請求項４】
　前記光学系が前記光源アセンブリから放出された光の前記内視鏡への結合を可能にする
、請求項3に記載のシステム。
【請求項５】
　前記光源および前記撮像ユニットに接続された電子光制御回路をさらに含み、前記光制
御回路が前記撮像ユニットからの制御信号に応答して前記光源の光出力を調整する、請求
項1～4のいずれか1項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記光源アセンブリがLEDアセンブリを含む、請求項1～5のいずれか1項に記載のシステ
ム。
【請求項７】
　前記撮像ユニットは、前記撮像ユニットが静止したままでありながら、前記内視鏡およ
び前記光源アセンブリが一緒に回転することができるように前記光源アセンブリに結合さ
れる、請求項1～6のいずれか1項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記内視鏡からの前記注目する領域によって反射された前記光を前記撮像ユニットが受
け取るのを可能にするように前記内視鏡と前記撮像ユニットとの間に配置された光学系を
さらに含む、請求項1～7のいずれか1項に記載のシステム。
【請求項９】
　前記光学系が前記画像の合焦を可能にするように構成される、請求項8に記載のシステ
ム。
【請求項１０】
　前記光学系が前記画像のズームインを可能にするように構成される、請求項8に記載の
システム。
【請求項１１】
　前記撮像ユニットが、制御信号と前記注目する領域の前記画像を示す画像データとを外
部ユニットと無線で受送信する無線トランシーバを含む、請求項1～10のいずれか1項に記
載のシステム。
【請求項１２】
　前記無線トランシーバが無線で結合される前記外部ユニットがカメラ制御ユニットであ
り、前記カメラ制御ユニットは、
　前記制御信号を前記撮像ユニットに送信し、
　前記画像データを前記撮像ユニットから受信し、
　前記カメラ制御ユニットに結合された表示ユニットに前記画像データによって示された
前記画像を表示させる、請求項11に記載のシステム。
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【請求項１３】
　前記第2の結合手段が、前記光源アセンブリの前記撮像ユニットへの取り外し可能な結
合を可能にする、請求項1～12のいずれか1項に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記撮像ユニットおよび前記光源アセンブリに電力を供給するために前記撮像ユニット
に結合された電力モジュールをさらに含む、請求項1～13のいずれか1項に記載のシステム
。
【請求項１５】
　前記撮像ユニットおよび前記光源アセンブリに結合された電気接触機構をさらに含み、
前記電気接触機構が、前記電力モジュールによって供給される電力を前記光源アセンブリ
に送出するように前記電力モジュールに接続される、請求項14に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記第1の結合手段が、前記内視鏡の前記光源アセンブリへの取り外し可能な結合を可
能にする、請求項1～15のいずれか1項に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記撮像ユニットは、前記撮像ユニットが制御信号と前記注目する領域の前記画像を示
す画像データとを外部ユニットと受送信するケーブルを含む、請求項1～16のいずれか1項
に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記撮像ユニットが、さらに、外部電源ユニットから電力を前記ケーブルを通して受け
取る、請求項17に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記内視鏡が、前記光源アセンブリによって受け取られるように構成された光ポストを
含み、前記光ポストが前記システムの光軸と平行である中心長手軸を有する、請求項1に
記載のシステム。
【請求項２０】
　内視鏡と、
　注目する領域を照明するために前記内視鏡に光を送出する、前記内視鏡に結合された光
源アセンブリと、
　前記注目する領域から反射された前記内視鏡を通る光を受け取る、前記光源アセンブリ
に結合された撮像ユニットであり、制御信号と前記注目する領域の前記画像を示す画像デ
ータとを外部ユニットと無線で受送信する無線トランシーバを含む、撮像ユニットと
を含む内視鏡撮像システムであって、
　前記撮像ユニットは、前記撮像ユニットが静止したままでありながら、前記内視鏡およ
び前記光源アセンブリが一緒に回転することができるように前記光源アセンブリに結合さ
れる、内視鏡撮像システム。
【請求項２１】
　前記注目する領域を照明するための前記内視鏡への前記光の操作を可能にするために前
記光源アセンブリに結合された光学系をさらに含む、請求項20に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記光学系が前記光源アセンブリから放出された光の前記内視鏡への結合を可能にする
、請求項21に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記光源および前記撮像ユニットに接続された電子光制御回路をさらに含み、前記光制
御回路が前記撮像ユニットからの制御信号に応答して前記光源の光出力を調整する、請求
項20に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記光源アセンブリがLEDアセンブリを含む、請求項20～23のいずれか一項に記載のシ
ステム。
【請求項２５】
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　前記内視鏡からの前記注目する領域によって反射された前記光を前記撮像ユニットが受
け取るのを可能にするように前記内視鏡と前記撮像ユニットとの間に配置された光学系を
さらに含む、請求項20に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記光学系が前記画像の合焦を可能にするように構成される、請求項25に記載のシステ
ム。
【請求項２７】
　前記光学系が画像のズームインを可能にするように構成される、請求項25または26に記
載のシステム。
【請求項２８】
　前記無線トランシーバが無線で結合される前記外部ユニットがカメラ制御ユニットであ
り、前記カメラ制御ユニットは、
　前記制御信号を前記撮像ユニットに送信し、
　前記画像データを前記撮像ユニットから受信し、
　前記カメラ制御ユニットに結合された表示ユニットに前記画像データによって示された
前記画像を表示させる、請求項20～27のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記撮像ユニットおよび前記光源アセンブリに電力を供給するために前記撮像ユニット
に結合された電力モジュールをさらに含む、請求項20～28のいずれか一項に記載のシステ
ム。
【請求項３０】
　前記撮像ユニットおよび前記光源アセンブリに結合された電気接触機構をさらに含み、
前記電気接触機構が、前記電力モジュールによって供給される電力を前記光源アセンブリ
に送出するように前記電力モジュールに接続される、請求項29に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記撮像ユニットは、前記撮像ユニットが制御信号と前記注目する領域の前記画像を示
す画像データとを外部ユニットと受送信するケーブルを含む、請求項20～30のいずれか一
項に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記撮像ユニットが、さらに、外部電源ユニットから電力を前記ケーブルを通して受け
取る、請求項31に記載のシステム。
【請求項３３】
　内視鏡と、
　前記内視鏡によって注目する領域に誘導される光を供給する、前記内視鏡に結合された
発光ダイオード(LED)アセンブリと、
　受信した制御信号に基づいて、前記LEDアセンブリによって供給される前記光の出力を
調整する、前記LEDアセンブリに動作可能に結合された電子制御回路と、
　画像センサを含み、前記LEDアセンブリに結合された撮像ユニットと
を含む撮像システム。
【請求項３４】
　前記電子制御回路が、前記画像センサによって検出された前記注目する領域の輝度に応
答して前記LEDアセンブリによって放出される光の強度を調整するように前記LEDアセンブ
リに供給される駆動電流を調整する、請求項33に記載の撮像システム。
【請求項３５】
　前記電子制御回路が、前記LEDアセンブリのデューティサイクルを前記画像センサのフ
レームクロックに同期させ、前記画像センサによって検出された前記注目する領域の輝度
に応答して前記LEDアセンブリの前記デューティサイクルを変更するように構成される、
請求項33に記載の撮像システム。
【請求項３６】
　内視鏡撮像システムを形成するために、光源によって供給される光が内視鏡を通して注
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目する領域に送出されるように前記光源に結合される第1の結合手段に前記内視鏡を結合
し、撮像ユニットの前記光源に結合される第2の結合手段に前記撮像ユニットを結合する
段階であり、前記撮像ユニットは、前記内視鏡によって形成された画像が前記撮像ユニッ
トによって受け取られるように前記光源に結合される、段階と、
　電力モジュールを前記ユニットに結合する段階であり、前記電力モジュールが電力を前
記内視鏡撮像システムに供給し、前記第1および第2の結合手段の少なくとも一方が取り外
し可能な結合を可能にする、段階と
を含む方法。
【請求項３７】
　前記光源がLEDアセンブリを含む、請求項36に記載の方法。
【請求項３８】
　前記電力モジュールを結合する段階が、電力を前記撮像ユニットおよび前記光源に供給
する電力モジュールを結合する段階を含む、請求項36に記載の方法。
【請求項３９】
　前記光源に結合される前記第2の結合手段に前記撮像ユニットを結合する段階は、電気
接触機構が前記撮像ユニットおよび前記光源に結合されるように前記撮像ユニットを結合
する段階を含み、前記電気接触機構が、前記電力モジュールによって供給される電力を前
記光源に送出するように前記電力モジュールに接続される、請求項36に記載の方法。
【請求項４０】
　前記第1の結合手段は、前記撮像ユニットが静止したままでありながら、前記光源およ
び前記内視鏡が一緒に回転するのを可能にする、請求項36に記載の方法。
【請求項４１】
　前記撮像ユニットによって受け取られた前記注目する領域の輝度に応答して光出力を調
整するように前記LEDアセンブリのデューティサイクルを制御する段階をさらに含む、請
求項37に記載の方法。
【請求項４２】
　前記撮像ユニットによって受け取られた前記注目する領域の輝度に応答して前記LEDア
センブリによって放出される光の強度を調整するように前記LEDアセンブリに供給される
駆動電流を調整する段階をさらに含む、請求項37に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、2009年7月23日に出願された米国特許出願第12/508,162号の優先権を主張す
るPCT国際特許出願であり、その開示は参照により全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は内視鏡撮像システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　医用内視鏡撮像システムは、外科的処置において、小さい切開を通して例えば腔および
関節など患者の体の内部の注目する領域を検査するために使用される。一般に、内視鏡撮
像システムは、内視鏡と、内視鏡に取り付けられたカメラヘッドと、光ファイバケーブル
を介して内視鏡につながれた遠隔光源と、電力およびデータケーブルを介してカメラヘッ
ドに結合されたカメラ制御ユニットとを含む。
【０００４】
　内視鏡は、挿入管の遠位先端部が注目する領域に配置されるように患者の体に挿入され
る剛性または可撓性の細長い挿入管を含む。挿入管は、注目する領域を照明するために遠
隔光源から受け取った光を注目する領域に送出するための1つまたは複数の照明チャネル
を画定する。挿入管は、さらに、注目する領域の画像をカメラヘッド中の画像センサに中
継するための撮像チャネルを画定する。
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【０００５】
　一般に、剛性の挿入管では、照明チャネルはチャネルを通って延びるインコヒーレント
光ファイバ束を含み、撮像チャネルは、対物レンズと、その後に続く互いに直列に隣接し
て配置される1つまたは複数のロッドレンズとを含むか、または対物レンズによって形成
された画像を合焦アセンブリに中継するコヒーレントファイバ束を含む。可撓性の挿入管
では、管は、対物レンズおよびコヒーレントファイバ束を収容する撮像チャネルと、撮像
チャネルに隣接して配置され、照明のためのインコヒーレント光ファイバ束を収容する1
つまたは複数の照明チャネルとを含む。
【０００６】
　内視鏡内に収容された合焦アセンブリは、カメラヘッドに配置された画像センサに画像
を合焦するために外科医によって操作され得る光学系を含む。
【０００７】
　カメラヘッドは、内視鏡の合焦アセンブリからの注目する領域の画像を受け取り、画像
を電子データに変換し、そのデータを電力およびデータケーブルを通して処理用のカメラ
制御ユニットに送出する。次に、画像は、カメラ制御ユニットによって、カメラ制御ユニ
ットに結合された表示ユニットに送出される。カメラヘッドは電力およびデータケーブル
を使用して、電力を受け取り、かつ外部カメラ制御ユニットと通信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第6,921,920号
【特許文献２】米国特許第6,692,431号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　処置中に内視鏡撮像システムの内視鏡を移動し、回転し、狙いを定める外科医の技量を
向上させるには、ケーブルなしの手持ち式内視鏡撮像システムが望ましい。開示される内
視鏡撮像システムは、内視鏡と、照明チャネルを通して内視鏡に光を送出するための光源
と、注目する領域に挿入されている内視鏡の先端部で形成される注目する領域の画像を受
け取るための撮像ユニットとを含む。システムの構成要素は互いに自由に取り付け可能お
よび取り外し可能である。
【００１０】
　一態様では、内視鏡撮像システムは、内視鏡と、注目する領域を照明するために内視鏡
に光を送出する、内視鏡に結合された光源アセンブリと、注目する領域から反射された内
視鏡を通る光を受け取る、光源アセンブリに結合された撮像ユニットと、光源アセンブリ
に電力を供給する、光源アセンブリに結合された第1の電力モジュールと、撮像ユニット
に電力を供給する、撮像ユニットに結合された第2の異なる電力モジュールとを含む。
【００１１】
　一実施形態では、システムは、注目する領域を照明するための内視鏡への光の操作を可
能にするために光源アセンブリに結合された光学系をさらに含む。別の実施形態では、光
学系は光源アセンブリから放出された光の内視鏡への結合を可能にする。さらなる別の実
施形態では、システムは、光源および撮像ユニットに接続された電子光制御回路をさらに
含み、光制御回路は撮像ユニットからの制御信号に応答して光源の光出力を調整する。さ
らなる実施形態では、第1の電力モジュールはバッテリを含む。さらなる実施形態では、
第2の電力モジュールはバッテリを含む。
【００１２】
　一実施形態では、第2の電力モジュールは、ケーブルを介して外部の遠隔電源に接続す
るためのインタフェースを含む。別の実施形態では、撮像ユニットは、撮像ユニットが静
止したままでありながら、内視鏡、光源アセンブリ、およびバッテリが一緒に回転するこ
とができるように光源アセンブリに結合される。さらなる別の実施形態では、第2の電力
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モジュールはバッテリを含む。さらなる実施形態では、第2の電力モジュールは、ケーブ
ルを介して外部の遠隔電源に接続するためのインタフェースを含む。さらなる実施形態で
は、システムは、内視鏡を光源アセンブリに結合する第1の結合手段と、光源アセンブリ
を撮像ユニットに結合する第2の結合手段とをさらに含む。
【００１３】
　一実施形態では、第1および第2の結合手段の少なくとも一方は取り外し可能な結合を可
能にする。別の実施形態では、第2の結合手段はねじ付きコネクタを含む。さらなる別の
実施形態では、光源アセンブリはLEDアセンブリを含む。さらなる実施形態では、撮像ユ
ニットは、撮像ユニットが静止したままでありながら、内視鏡および光源アセンブリが一
緒に回転することができるように光源アセンブリに結合される。さらなる実施形態では、
システムは、内視鏡からの注目する領域によって反射された光を撮像ユニットが受け取る
のを可能にするために内視鏡と撮像ユニットとの間に配置された光学系をさらに含む。
【００１４】
　一実施形態では、光学系は画像の合焦を可能にするように構成される。別の実施形態で
は、光学系は画像のズームインを可能にするように構成される。さらなる別の実施形態で
は、撮像ユニットは、制御信号と注目する領域の画像を示す画像データとを外部ユニット
と無線で受送信する無線トランシーバを含む。さらなる実施形態では、無線トランシーバ
が無線で結合される外部ユニットがカメラ制御ユニットであり、カメラ制御ユニットは、
制御信号を撮像ユニットに送信し、画像データを撮像ユニットから受信し、カメラ制御ユ
ニットに結合された表示ユニットに画像データによって示された画像を表示させる。
【００１５】
　別の態様では、内視鏡撮像システムは、注目する領域を観察するための前端部を有する
内視鏡と、注目する領域を照明するために内視鏡に光を送出する光源アセンブリと、内視
鏡を光源アセンブリに結合する第1の結合手段と、内視鏡によって形成された注目する領
域の画像を受け取る撮像ユニットと、光源アセンブリを撮像ユニットに結合する第2の結
合手段であり、第1および第2の結合手段の少なくとも一方が取り外し可能な結合を可能に
する、第2の結合手段とを含む。
【００１６】
　一実施形態では、第2の結合手段はねじ付きコネクタを含む。別の実施形態では、シス
テムは、注目する領域を照明するための内視鏡への光の操作を可能にするために光源アセ
ンブリに結合された光学系をさらに含む。さらなる別の実施形態では、光学系は光源アセ
ンブリから放出された光の内視鏡への結合を可能にする。さらなる実施形態では、システ
ムは、光源および撮像ユニットに接続された電子光制御回路をさらに含み、光制御回路は
撮像ユニットからの制御信号に応答して光源の光出力を調整する。さらなる実施形態では
、光源アセンブリはLEDアセンブリを含む。
【００１７】
　一実施形態では、撮像ユニットは、撮像ユニットが静止したままでありながら、内視鏡
および光源アセンブリが一緒に回転することができるように光源アセンブリに結合される
。別の実施形態では、システムは、内視鏡からの注目する領域によって反射された光を撮
像ユニットが受け取るのを可能にするように内視鏡と撮像ユニットとの間に配置された光
学系をさらに含む。さらなる別の実施形態では、光学系は画像の合焦を可能にするように
構成される。さらなる実施形態では、光学系は画像のズームインを可能にするように構成
される。さらなる実施形態では、撮像ユニットは、制御信号と注目する領域の画像を示す
画像データとを外部ユニットと無線で受送信する無線トランシーバを含む。
【００１８】
　一実施形態では、無線トランシーバが無線で結合される外部ユニットがカメラ制御ユニ
ットであり、カメラ制御ユニットは、制御信号を撮像ユニットに送信し、画像データを撮
像ユニットから受信し、カメラ制御ユニットに結合された表示ユニットに画像データによ
って示された画像を表示させる。別の実施形態では、第2の結合手段が、光源アセンブリ
の撮像ユニットへの取り外し可能な結合を可能にする。さらなる別の実施形態では、シス
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テムは、撮像ユニットおよび光源アセンブリに電力を供給するために撮像ユニットに結合
された電力モジュールをさらに含む。さらなる実施形態では、システムは、撮像ユニット
および光源アセンブリに結合された電気接触機構をさらに含み、電気接触機構は、電力モ
ジュールによって供給される電力を光源アセンブリに送出するように電力モジュールに接
続される。
【００１９】
　一実施形態では、第1の結合手段が、内視鏡の光源アセンブリへの取り外し可能な結合
を可能にする。別の実施形態では、撮像ユニットは、撮像ユニットが制御信号と注目する
領域の画像を示す画像データとを外部ユニットと受送信するケーブルを含む。さらなる別
の実施形態では、撮像ユニットは、さらに、外部電源ユニットから電力をケーブルを通し
て受け取る。さらなる実施形態では、内視鏡は、光源アセンブリによって受け取られるよ
うに構成された光ポストを含み、光ポストはシステムの光軸と平行である中心長手軸を有
する。
【００２０】
　さらなる別の態様では、内視鏡撮像システムは、内視鏡と、注目する領域を照明するた
めに内視鏡に光を送出する、内視鏡に結合された光源アセンブリと、注目する領域から反
射された内視鏡を通る光を受け取る、光源アセンブリに結合された撮像ユニットであり、
制御信号と注目する領域の画像を示す画像データとを外部ユニットと無線で受送信する無
線トランシーバを含み、撮像ユニットが静止したままでありながら、内視鏡および光源ア
センブリが一緒に回転することができるように光源アセンブリに結合される、撮像ユニッ
トとを含む。
【００２１】
　一実施形態では、システムは、注目する領域を照明するための内視鏡への光の操作を可
能にするために光源アセンブリに結合された光学系をさらに含む。別の実施形態では、光
学系は光源アセンブリから放出された光の内視鏡への結合を可能にする。別の実施形態で
は、システムは、光源および撮像ユニットに接続された電子光制御回路をさらに含み、光
制御回路は撮像ユニットからの制御信号に応答して光源の光出力を調整する。さらなる別
の実施形態では、光源アセンブリはLEDアセンブリを含む。さらなる実施形態では、シス
テムは、内視鏡からの注目する領域によって反射された光を撮像ユニットが受け取るのを
可能にするように内視鏡と撮像ユニットとの間に配置された光学系をさらに含む。さらな
る実施形態では、光学系は画像の合焦を可能にするように構成される。
【００２２】
　一実施形態では、光学系は画像のズームインを可能にするように構成される。別の実施
形態では、無線トランシーバが無線で結合される外部ユニットがカメラ制御ユニットであ
り、カメラ制御ユニットは、制御信号を撮像ユニットに送信し、画像データを撮像ユニッ
トから受信し、カメラ制御ユニットに結合された表示ユニットに画像データによって示さ
れた画像を表示させる。別の実施形態では、システムは、撮像ユニットおよび光源アセン
ブリに電力を供給するために撮像ユニットに結合された電力モジュールをさらに含む。さ
らなる別の実施形態では、システムは、撮像ユニットおよび光源アセンブリに結合された
電気接触機構をさらに含み、電気接触機構は、電力モジュールによって供給される電力を
光源アセンブリに送出するように電力モジュールに接続される。さらなる実施形態では、
撮像ユニットは、撮像ユニットが制御信号と注目する領域の画像を示す画像データとを外
部ユニットと受送信するケーブルを含む。さらなる実施形態では、撮像ユニットは、さら
に、電源ユニットから電力をケーブルを通して受け取る。
【００２３】
　さらなる態様では、撮像システムは、内視鏡と、内視鏡によって注目する領域に誘導さ
れる光を供給する、内視鏡に結合された発光ダイオード(LED)アセンブリと、受信した制
御信号に基づいて、LEDアセンブリによって供給される光の出力を調整する、LEDアセンブ
リに動作可能に結合された電子制御回路と、画像センサを含み、LEDアセンブリに結合さ
れた撮像ユニットとを含む。一実施形態では、電子制御回路は、画像センサによって検出
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された注目する領域の輝度に応答してLEDアセンブリによって放出される光の強度を調整
するようにLEDアセンブリに供給される駆動電流を調整する。別の実施形態では、電子制
御回路は、LEDアセンブリのデューティサイクルを画像センサのフレームクロックに同期
させ、画像センサによって検出された注目する領域の輝度に応答してLEDアセンブリのデ
ューティサイクルを変更するように構成される。
【００２４】
　さらなる態様では、方法は、内視鏡撮像システムを形成するために、光源によって供給
された光が内視鏡を通して注目する領域に送出されるように光源に結合される第1の結合
手段に内視鏡を結合し、撮像ユニットの光源に結合される第2の結合手段に撮像ユニット
を結合する段階であり、撮像ユニットは、内視鏡によって形成された画像が撮像ユニット
によって受け取られるように光源に結合される、段階と、電力モジュールをユニットに結
合する段階であり、電力モジュールが電力を内視鏡撮像システムに供給し、第1および第2
の結合手段の少なくとも一方が取り外し可能な結合を可能にする、段階とを含む。
【００２５】
　一実施形態では、光源アセンブリはLEDアセンブリを含む。別の実施形態では、電力モ
ジュールを結合する段階は、電力を撮像ユニットおよび光源に供給する電力モジュールを
結合する段階を含む。さらなる別の実施形態では、光源に結合される第2の結合手段に撮
像ユニットを結合する段階は、電気接触機構が撮像ユニットおよび光源に結合されるよう
に撮像ユニットを結合する段階を含み、電気接触機構は、電力モジュールによって供給さ
れる電力を光源に送出するように電力モジュールに接続される。さらなる実施形態では、
第1の結合手段は、撮像ユニットが静止したままでありながら、光源および内視鏡が一緒
に回転するのを可能にする。さらなる実施形態では、方法は、撮像ユニットによって受け
取られた注目する領域の輝度に応答して光出力を調整するようにLEDアセンブリのデュー
ティサイクルを制御する段階をさらに含む。一実施形態では、方法は、撮像ユニットによ
って受け取られた注目する領域の輝度に応答してLEDアセンブリによって放出される光の
強度を調整するようにLEDアセンブリに供給される駆動電流を調整する段階をさらに含む
。
【００２６】
　本開示のさらなる適用範囲は以下で提供される詳細な説明から明らかになるであろう。
詳細な説明および特定の例は、本開示の好ましい実施形態を示すものであるが、単に例示
のためのものであり、本開示の範囲を限定するものではないことが理解されるべきである
。
【００２７】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を形成する添付図面は、本開示の実施形態を示
し、書面による明細とともに本開示の原理、特徴、およびフィーチャを説明するのに役立
つ。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】内視鏡撮像システムの第1の実施態様の構成要素を示す図である。
【図２】組み立てられた図1の内視鏡撮像システムを示す図である。
【図３】図1の内視鏡撮像システムのLEDエンドカプラ(endocoupler)の断面図である。
【図４】内視鏡撮像システムの第2の実施態様の構成要素を示す図である。
【図５】内視鏡撮像システムの第3の実施態様の構成要素を示す図である。
【図６】無線トランシーバモジュールを含む内視鏡撮像システムのブロック図である。
【図７】内視鏡撮像システムの第4の実施態様の構成要素を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　好ましい実施形態の以下の説明は事実上単なる例示であり、本開示、その用途、または
使用法を決して限定するものではない。
【００３０】
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　図1および2を参照すると、内視鏡撮像システム100は、ケーブル115によってカメラ制御
ユニット108につながれた手持ち式ユニット105を含む。手持ち式ユニット105は3つの構成
要素、すなわち内視鏡120、LEDエンドカプラ125、および撮像ユニット130を含む。3つの
構成要素は、それぞれの結合手段135および140を介して互いに自由に取り付けおよび取り
外し可能である。内視鏡撮像システム100の手持ち式ユニット105を3つの構成要素に分解
することができる機能は、手持ち式ユニット105の構成要素が個別に交換可能であるとい
う点でシステム100に融通性を付加する。例えば、様々な内視鏡120、例えば、30°視野方
向内視鏡、70°視野方向内視鏡、様々な直径、剛性または可撓性などの内視鏡をLEDエン
ドカプラ125に結合することができる。同様に、様々な焦点距離を有する様々なLEDエンド
カプラ125を撮像ユニット130に結合することができる。同様に、様々な撮像ユニット130
を利用することができる。
【００３１】
　さらに、手持ち式ユニット105を分解することができる機能により、さらに、各構成要
素の個別の取り出しと修理とを可能にすることによってシステム100の修理が容易になる
。デバイスのモジュール性は好ましいが、必要ではない。例えば、内視鏡120およびLEDエ
ンドカプラ125は取り外すことができない1つのアセンブリとすることができ、撮像ユニッ
ト130およびLEDエンドカプラ125は取り外すことができない1つのアセンブリとすることが
でき、または3つの構成要素はすべて取り外すことができない1つのアセンブリとすること
ができる。さらに、撮像ユニット130は、握りのような、例えばインライン握りまたはピ
ストルグリップ握りのような形状にすることができる。さらに、デバイスが定位置にLED
および合焦アセンブリを収容する握りを含む、すなわちLEDおよび合焦アセンブリが一体
化され、それによって合焦リングが必要でなくなるような握りを有することが可能である
。
【００３２】
　図2および3をさらに参照すると、内視鏡120は、近位筐体121と、角をなす遠位先端部12
4を有する挿入管122とを含む。近位筐体121および挿入管122は光ファイバ束310を収容す
る。内視鏡120はLEDエンドカプラ125からの光を受け取り、注目する領域を照明するため
にその光を注目する領域に光ファイバ束310を介して送出する。光学画像は遠位先端部124
の対物レンズ(図示せず)によって形成される。挿入管122は、対物レンズによって形成さ
れた注目する領域の光学画像を中継する1つまたは複数のロッドレンズ(図示せず)を含む
。代替として、挿入管122はロッドレンズではなくコヒーレントファイバ束を含むことが
でき、その場合には、挿入部分は可撓性にすることができる。
【００３３】
　LEDエンドカプラ125は、結合手段135、例えばスナップ嵌合コネクタを介して内視鏡120
に取り付けられ、結合手段140、例えばねじ付きCマウントコネクタを介して撮像ユニット
130に取り付けられる。LEDエンドカプラ125は、内視鏡120を通して注目する領域に光を送
出するための1つまたは複数の発光ダイオード(LED)を有するLEDアセンブリを含み、例え
ば、LEDアセンブリは、内容がその全体を参照により本明細書に組み込まれる「Solid-sta
te light source」という名称の米国特許第6,921,920号および「Endoscopic system with
 a solid-state light source」という名称の米国特許第6,692,431号で説明されているも
のなどである。図3に示されるように、LEDアセンブリ305は、光結合デバイス315、例えば
全内反射(TIR)タイプ光結合デバイスにより光ファイバ束310に結合される。そのような結
合デバイスは、例えば、FRAEN Corporation(Reading、マサチューセッツ州)から商業的に
入手することができる。LEDエンドカプラ125は、LEDエンドカプラ125のLEDアセンブリ305
および内視鏡120がLEDエンドカプラ125の残りの部分および撮像ユニット130に対して回転
握り126の使用を介して軸145のまわりにユニットとして一緒に回転できるようにする例え
ば米国特許第6,692,431号に説明されているような回転継手128をさらに含む。軸145は、
例えば内視鏡撮像システム100の光軸である。
【００３４】
　LEDエンドカプラ125は電気接触部127(図1)を通して撮像ユニット130から電力を受け取
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る。電力は、例えば米国特許第6,692,431号に説明されているような回転継手128を通して
電気的接続部(図示せず)によってLEDアセンブリ305に供給される。
【００３５】
　LEDエンドカプラ125は、合焦リング129および合焦レンズ325からなる合焦アセンブリ32
0をさらに含む。ユーザは、内視鏡の遠位端部124で形成され、カメラヘッドに配置された
画像センサに中継される画像をセンサ上に合焦するために合焦リング129を手動で回転さ
せることができる。
【００３６】
　撮像ユニット130は、LEDエンドカプラ125の合焦レンズ325からの合焦された画像を受け
取り、合焦された画像を電子画像データに変換する画像センサ(図示せず)、例えば電荷結
合デバイスセンサまたはCMOSセンサを含む。撮像ユニット130は、画像の処理とそれに続
く表示ユニット110への送出のために画像データをケーブル115を介してカメラ制御ユニッ
ト108に送出する。撮像ユニット130は、さらに、カメラ制御ユニット108から制御信号お
よび電力をケーブル115によって受け取る。
【００３７】
　撮像ユニット130は、様々な機能を制御する、例えば、静止画像を撮る、ビデオレコー
ダーを操作する、画像輝度を調整するなどのためのユーザインタフェースを設けるために
ボタンスイッチ(図示せず)をさらに含むことができる。
【００３８】
　カメラ制御ユニット108は、システム100のユーザが撮像ユニット130の動作を制御し、
撮像ユニット130から受け取った画像データの様々な処理を行うのを可能にするユーザイ
ンタフェースを含む。表示ユニット110はユーザによる観察のために画像データを画像と
してモニタに表示する。
【００３９】
　使用時には、外科医または他の医療関係者は、内視鏡120と、適切な焦点距離もつLEDエ
ンドカプラ125とを選択し、選択した内視鏡120をLEDエンドカプラ125に取り付け、撮像ユ
ニット130をLEDエンドカプラ125に取り付けることによって手持ち式ユニット105を組み立
てる。手持ち式ユニット105を組み立て、手持ち式ユニット105がカメラ制御ユニット108
にケーブル115で適切に接続されていることを確認した後、外科医は内視鏡120の遠位先端
部124を注目する領域に誘導する。内視鏡120の有効視野を変更するために、外科医は、回
転握り126を使用してLEDエンドカプラ125を回転させることによって内視鏡120を回転させ
る。回転継手128により、内視鏡120およびLEDアセンブリの組合せ(以下、「内視鏡-LEDア
センブリユニット」と呼ぶ)は画像センサの画像の方位を変化させることなく回転するこ
とができる。内視鏡-LEDアセンブリユニットを回転することとは別に、外科医は、合焦リ
ング129を使用することによって内視鏡120により中継される画像を合焦することができる
。特に、外科医は表示ユニット110の画像を観察し、表示された画像を調整する必要があ
るときに合焦リング129を回転させる。カプラ125および内視鏡120と同様に、撮像ユニッ
ト130は交換可能にすることができる。さらに、カプラは、別個のリングで制御すること
ができるズーム機能を含むことができる。
【００４０】
　図4を参照すると、内視鏡撮像システム400は、内視鏡120と、撮像ユニット130と、それ
ぞれの結合手段を介して内視鏡120および撮像ユニット130に結合されるLEDエンドカプラ4
05と、LEDエンドカプラ405に電力を供給するためにLEDエンドカプラ405に取り付けられた
バッテリモジュール410とを含む。バッテリモジュール410は、再充電可能または使い捨て
とすることができ、モジュール410の筐体412に収容されるバッテリ(図示せず)を含む。筐
体412は、例えばキャップまたはクラムシェル設計を使用して水密封止式に閉じる。バッ
テリモジュール410は、バッテリ電力を維持し、効率的にバッテリ電力を使用するための
電力管理回路を含む。
【００４１】
　LEDエンドカプラ405はバッテリモジュール410からの電力を受け取るので、この実施態
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様では、LEDエンドカプラ405は、図1に示された電気接触部127などの電気接触部を含まな
い。図1のシステム100におけるように、システム400の撮像ユニット130はケーブル115に
よりカメラ制御ユニット108に結合される。撮像ユニット130は、カメラ制御ユニット108
からの制御、送信、および電力信号を受け取る。しかし、撮像ユニット108は電力信号をL
EDエンドカプラ405に送出しない。
【００４２】
　システム400の特定の利点は、LEDエンドカプラ405への電力がバッテリモジュール410に
よって供給され、撮像ユニット130からLEDエンドカプラ405への電力送出を可能にするた
めに撮像ユニット130に対する変更が必要とされないので市販のカメラヘッド(撮像ユニッ
ト)と完全後方互換であることである。
【００４３】
　LEDエンドカプラ125におけるように、LEDエンドカプラ405は、LEDエンドカプラ405のLE
Dアセンブリ305(図3)、バッテリモジュール410、および内視鏡120がLEDエンドカプラ405
の残りの部分および撮像ユニット130に対して軸145のまわりでユニットとして一緒に回転
することができるようにする回転継手(図示せず)を含む。そのような構成の利点は、LED
エンドカプラ405のバッテリモジュール410およびLEDアセンブリが一致して移動すること
である。この結果、バッテリモジュール410とLEDアセンブリとの間の接続が簡単化され、
例えば、スリップリングタイプまたは他の動的接続の必要がなくなる。
【００４４】
　図5を参照すると、内視鏡撮像システム500は、内視鏡120と、結合手段(図示せず)を介
して内視鏡120に結合されるLEDエンドカプラ125と、結合手段140を介してLEDエンドカプ
ラ125に取り付けられる撮像ユニット505とを含む。撮像ユニット505はバッテリモジュー
ル510および無線トランシーバモジュール515を含む。バッテリモジュール510は、バッテ
リと、バッテリを収容するための筐体と、バッテリモジュール410に関連して上述したよ
うな電力管理回路とを含むことができる。バッテリモジュール510は撮像ユニット505およ
びLEDエンドカプラ125の両方に電力を供給する。LEDエンドカプラ125に電力を供給するた
めに、システム100は図1の電気接触部127と同様の電気接触部127を含む。
【００４５】
　LEDエンドカプラ125は、LEDエンドカプラ内の1つまたは複数のLEDの動作を制御するた
めにLED電子光制御回路836(図6)を含む。いくつかの実施態様では、電子光制御回路は、
画像センサフィードバックループを介してLEDのデューティサイクルまたはLEDの駆動電流
を調整することによってLEDによって放出される光の輝度を調整することができる。この
実施態様は以下でさらに詳細に説明される。
【００４６】
　無線トランシーバモジュール515は無線送信器/受信器および付随のインタフェース回路
を含む。そのようなトランシーバは、Amimon(Herzlia、イスラエル)から商業的に入手す
ることができる。無線トランシーバモジュール515は制御および画像データをカメラ制御
ユニット108と無線で送受信する。カメラ制御ユニット108は、内視鏡撮像システム500か
ら受け取った画像を表示するためにケーブル520を介して表示ユニット110に結合される。
画像の取得と表示ユニット110の表示との間の時間遅れを最小にするために、トランシー
バは、広信号帯域幅を受信および送信する能力がなければならない。操作中に、外科医は
表示ユニット110を見ながら内視鏡撮像システム500を使用して処置を行う。広信号帯域幅
対応の無線トランシーバモジュール515を使用すると、機敏さおよび外科精度が悪影響を
受けないように画像表示の待ち時間なしに実時間で画像ストリームが供給される。
【００４７】
　無線トランシーバモジュール515は、RF変調によってカメラ制御ユニット108と画像デー
タを受送信する。無線内視鏡システム800(図6)の構成は内視鏡120、LEDエンドカプラ125
、および撮像ユニット505を含む。撮像ユニット505のセンサユニット819は画像センサ816
およびその制御回路820を含む。画像センサ816は注目する領域の画像を受け取り、光学画
像データを電気信号に変換する。電気信号はアナログ-デジタル変換器(ADC)818を介して
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デジタル形式に変換される。デジタル信号はシリアルインタフェース822に送られ、信号
はさらなる処理のためにシリアル化される。システムオンチップ設計などのいくつかのセ
ンサでは、ADC818および/またはシリアルインタフェース822はセンサに集積化することが
できる。他の実施態様では、ADC818および/またはシリアルインタフェース822はセンサの
外部にある。シリアル化された信号はオプションとしてデータ圧縮回路824を介して圧縮
される。次に、信号は無線トランシーバモジュール515に送られ、無線トランシーバモジ
ュール515は、変調器826を介して信号を変調し、RFアップコンバータ828を介してRFアッ
プコンバージョンを行い、それによって、カメラ制御ユニット108内の無線トランシーバ(
図示せず)にアンテナ829を介して無線送信するのに好適な信号を生成する。
【００４８】
　さらに、無線トランシーバモジュール515はカメラ制御ユニット108からの制御信号を受
信して、システム800の1つまたは複数の構成要素を制御し、カメラ制御ユニット108と撮
像ユニット505との間に閉ループフィードバックを設けることによって無線リンクの信頼
性を確実にする。カメラ制御ユニット108からの無線送信された制御信号はアンテナ830に
よって受信され、RFダウンコンバータ831および復調器832によってデジタル電気信号に変
換される。
【００４９】
　撮像ユニット505内にあるマイクロコントローラ812は、カメラ制御ユニット108(トラン
シーバモジュール515を介して)とセンサユニット819およびLED電子光制御回路836の両方
との間の制御通信を確立し制御する。多くの内視鏡撮像システムでは、撮像ユニット505
は、操作する外科医が写真の撮影、記録デバイスの操作などの最も頻繁に使用する機能を
システムの手持ち部分から制御できるようにする、例えば、ユーザインタフェースのボタ
ンまたは他の手段によって操作される1つまたは複数のスイッチ834を含む。スイッチ834
によって送られた命令はマイクロコントローラ812によって処理され、システムの適切な
要素に送られ、その要素の所望の機能を起動する。
【００５０】
　LEDエンドカプラ125および撮像ユニット505を含むシステム800の個々の構成要素に電力
を供給するために、システム800は電力モジュール810、例えば、バッテリまたは他の電力
手段を含む。上述のように、カメラ制御ユニット108はトランシーバモジュール515と同様
のトランシーバモジュールを含む。両方のトランシーバモジュールは、全体として、撮像
ユニット505とカメラ制御ユニット108との間に閉ループ無線リンクを確立する。
【００５１】
　別の実施態様では、LEDエンドカプラ125および無線トランシーバモジュール515の両方
は専用の電源から電力を受け取ることができる。図7を参照すると、内視鏡撮像システム7
00は、システム700の構成要素に電力を供給するために、LEDエンドカプラ405に取り付け
られた第1のバッテリモジュール410と、撮像ユニット505に取り付けられた第2の異なるバ
ッテリモジュール510とを含む。そのような実施態様では、内視鏡撮像システムの各ユニ
ットがそれ自体の電源を有するので、LEDエンドカプラ125と撮像ユニット130との間の電
気接触部は必要とされない。
【００５２】
　他の実施態様は特許請求の範囲の範囲内にある。例えば、照明を行うために1つを超え
るLEDをLEDアセンブリ305で使用することができる。そのような実施態様では、内視鏡120
のファイバ束は多数の束に分割することができる。LEDアセンブリ305が位置するLEDエン
ドカプラ125の遠位端部は、LEDエンドカプラ125を内視鏡120に結合する結合手段135の受
取り端部において、多数のLEDに対応する多数の終端ファイバ束を受け取ることができる
。LEDエンドカプラ125が結合手段135に取り付けられると、LEDエンドカプラ125は所定位
置にロックされ、その結果、ファイバ束の終端端部が結合手段135に位置合わせされ、LED
光エネルギーが内視鏡120の照明チャネルに誘導される。代替として、結合手段は内視鏡1
20の近位端部に配置され、ファイバ束面に位置合わせされ、ファイバ束面に恒久的に固定
され得る。内視鏡120がLEDエンドカプラ125に接続されると、結合手段の近位端部はLEDに
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機械的に位置合わせされ、内視鏡120の照明チャネルに光エネルギーを送るのを可能にす
る。
【００５３】
　内視鏡撮像システム100は、例えば、LEDアセンブリにおけるLEDのデューティサイクル
またはLEDの駆動電流を調整することによって、制御信号に基づいてLEDアセンブリによっ
て放出される光の輝度を調整する電子光制御ユニット(例えば、電子光制御回路836)を含
むことができる。LEDのデューティサイクルを調整すると、LEDアセンブリによって放出さ
れる光の輝度を調整することができる。例えば、LEDアセンブリにおけるLEDは、撮像ユニ
ット505中のセンサユニット819のフレーム/フィールドクロックに同期させることができ
る。続いて、画像フレーム(またはフィールド)当たりのLEDデューティサイクルを、画像
センサフィードバックループを介して動的に調整することができる。これにより、LEDア
センブリを最適に使用することができ、撮像中の領域を十分に照明するのに必要な時間の
間だけLEDアセンブリを使用可能とすることができる。代替として、LEDの輝度の調整は、
LED駆動電流を調整するのに同様のフィードバックループを使用して動的に制御すること
ができる。撮像中の領域がより明るくなっているとき、LEDを通る電流は自動的に低減さ
れ、それによって、光出力は減光される。別の実施態様では、デューティサイクルおよび
駆動電流調整の組合せを使用して、LEDアセンブリによって放出される光の輝度を調整す
ることができる。
【００５４】
　さらに、センサは、カメラヘッドに配置するのではなく、内視鏡の遠位先端部にまたは
内視鏡に沿った任意の場所に配置することができる。
【００５５】
　本開示の範囲から逸脱することなく、対応する図を参照しながら上述した例示的な実施
形態に様々な変形を加えることができるので、前述の説明に含まれ、添付図面に示された
事柄のすべては限定ではなく例示として解釈されるべきであることが意図される。したが
って、本開示の範囲は上述の例示的な実施形態のいずれによっても限定されるべきではな
く、本明細書に添付された以下の特許請求の範囲およびそれらの均等物によってのみ定義
されるべきである。
【符号の説明】
【００５６】
　　100　内視鏡撮像システム
　　105　手持ち式ユニット
　　108　カメラ制御ユニット、撮像ユニット
　　110　表示ユニット
　　115　ケーブル
　　120　内視鏡
　　121　近位筐体
　　122　挿入管
　　124　遠位先端部、遠位端部
　　125　LEDエンドカプラ
　　126　回転握り
　　127　電気接触部
　　128　回転継手
　　129　合焦リング
　　130　撮像ユニット
　　135、140　結合手段
　　145　軸
　　305　LEDアセンブリ
　　310　光ファイバ束
　　315　光結合デバイス



(15) JP 2015-131120 A 2015.7.23

10

20

　　320　合焦アセンブリ
　　325　合焦レンズ
　　400　内視鏡撮像システム
　　405　LEDエンドカプラ
　　410　バッテリモジュール
　　412　筐体
　　500　内視鏡撮像システム
　　505　撮像ユニット
　　510　バッテリモジュール
　　515　無線トランシーバモジュール
　　520　ケーブル
　　700　内視鏡撮像システム
　　800　無線内視鏡システム
　　810　電力モジュール
　　812　マイクロコントローラ
　　816　画像センサ
　　818　アナログ-デジタル変換器(ADC)
　　819　センサユニット
　　820　制御回路
　　822　シリアルインタフェース
　　824　データ圧縮回路
　　826　変調器
　　828　RFアップコンバータ
　　829、830　アンテナ
　　831　RFダウンコンバータ
　　832　復調器
　　834　スイッチ
　　836　LED電子光制御回路
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A61B1/0638 A61B1/0669 A61B1/0684 G02B23/2469 G02B23/2484 H04N7/18

FI分类号 A61B1/06.A A61B1/00.300.P A61B1/00.300.Y G02B23/24.A A61B1/00.682 A61B1/00.714 A61B1/00.
715 A61B1/00.731 A61B1/00.735 A61B1/04.540 A61B1/06.530 A61B1/06.612 A61B1/06.613 A61B1
/07.730

F-TERM分类号 2H040/CA04 2H040/CA07 2H040/CA11 2H040/CA27 2H040/CA28 2H040/DA11 2H040/DA21 2H040
/GA01 2H040/GA11 4C161/CC06 4C161/FF07 4C161/FF40 4C161/FF46 4C161/HH54 4C161/JJ06 
4C161/JJ11 4C161/JJ17 4C161/NN01 4C161/PP12 4C161/PP19 4C161/QQ02 4C161/QQ07 4C161
/QQ09 4C161/RR02

代理人(译) 村山彦

优先权 12/508162 2009-07-23 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种内窥镜成像系统。 内窥镜成像系统（100）包括内窥镜
（120）和联接至内窥镜的光源组件（125），光源组件（125）将光传
递至内窥镜以照亮感兴趣区域。 成像单元（130）耦合到光源组件，用
于接收通过内窥镜从感兴趣区域反射的光，并且第一电源耦合到光源组
件，用于为光源组件供电。 模块和耦合到成像单元的第二不同电源模
块，用于为成像单元供电。 还公开了其他成像系统和方法。 [选型图]图
1
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